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平
成
十
八
年
十
月
に
開
催
さ

れ
た
三
十
周
年
記
念
総
会
か
ら

一
年
が
過
ぎ
、

今
年
も
懐
か
し
い
会
場
に
は
、
故
郷
旭
川
を

想
う
人
々
が
集
り
始
め
ま
し
た
。
開
会
前
か

ら
、
再
会
を
分
か
ち
合
い
、
ロ
ビ
ー
は
賑
わ

い
始
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
開
会
の
時
間
を
迎
え
た
午
後
六

時
、
司
会
を
務
め
る
安
井
規
雄
幹
事
の
開
会

挨
拶
の
後
、
竹
原
会
長
が
議
長
と
な

っ
て
、

「
平
成
十
八
年
度
事
業
報
告
並
び
に
決
算
報

告
」

「
平
成
十
九
年
度
事
業
計
画
並
び
に
予

算
案
」
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に

「
会
長
任
期
満
了
に
つ
き
改
選
の
件
」

と
な
り
、
会
場
内
の
会
長
留
任
の
声
を
受
け
、

満
場

一
致
で
竹
原
会
長
の
会
長
留
任
が
決
ま

り
ま
し
た
。

［懇
親
会
］
　

司
会
の
松
原
幹
事
の
挨
拶
の

後
、
ご
来
賓
入
場
。
今
回
は
平
成
十
八
年
十

一
月
に
就
任
し
さ
れ
た
西
川
新
市
長
を
初
め

て
お
招
き
し
、　
一
層
豪
華
な
顔
ぶ
れ
と
な
り

ま
し
た
。

「
皆
さ
ま
、
初
め
ま
し
て
。
旭
川
会

へ
の

参
加
を
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。
」
西
川
市

長
の
御
挨
拶
が
始
ま
り
ま
し
た
。

「
旭
山
動

物
園
来
場
者
及
び
旭
川
空
港
利
用
者
の
増
加

と
ホ
テ
ル
の
建
設
ラ
ッ
シ

ュ
な
ど
観
光
を
核

と
し
た
テ
ー
マ
。
も
う

一
点
は
、
企
業
誘
致
。

北
海
道
電
力
が
リ
ス
ク
分
散
と
し
て
、
地
震

の
な
い
旭
川
に
デ
ー
タ
バ
ッ
ク
ア

ッ
プ
シ
ス

テ
ム
を
移
転
。
さ
ら
に
、
食
の
安
全

。
ゆ
と

り
あ
る
暮
ら
し

・
農
村
の
暮
ら
し
が
日
本
の

社
会
で
も
見
直
さ
れ
て
い
る
昨
今
、
旭
川
も

移
住

・
定
住
の
町
と
し
て
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

る
」
な
ど
、
新
し
い
旭
川
の
未
来
を
大
い
に

紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

続
い
て
は
、
関
西
旭
川
会
の
豊
沢
敬

一
郎

会
長
の
ご
挨
拶
と
な
り
、
関
西
旭
川
会
の
活

動
の
様
子
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

ギ
」し
の
音
頭
は
、
高
丸
旭
川
商
工
会
議
所

会
頭
。
会
場
に
集
ま

っ
た
全
て
の
参
加
者
は

旭
川
の
益
々
の
発
展
を
願
い
、
杯
を
上
げ
ま

し
た
。
会
場
の
中
央
に
は
ず
ら
り
旬
の
食
材

を
活
か
し
た
豪
華
な
料
理
が
並
び
、
旭
川
ラ

ー
メ
ン
コ
ー
ナ
ー
、
海
産
物
販
売
コ
ー
ナ
ー
、

旭
川
の
特
産
品
を
調
理
し
た
郷
土
品
コ
ー
ナ

ー
も
大
人
気
。
お
酒
を
飲
み
料
理
に
舌
鼓
を

う
ち
な
が
ら
会
話
も
は
ず
み
ま
し
た
。

西
川
新
市
長
が
会
場
内
の
テ
ー
ブ
ル
を
廻

ら
れ
る
と
、
そ
の
都
度
賑
わ
い
の
輪
が
で
き

上
が

っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
は
、
毎
年
恒
例
に
な

っ
て
い
る
大

人
気
の
空
く
じ
な
し
の
大
抽
選
会
が
始
ま
り
、

会
場
内
に
は
歓
喜
の
拍
手
や
笑
顔
が
わ
き
起

こ
り
ま
し
た
。
談
笑
の
輪
の
中
に
は
旭
川
市

の
観
光
大
使
の
方
や
ト
ラ
さ
ん
の
物
マ
ネ
の

原

一
平
さ
ん
の
姿
も
見
え
ま
し
た
。

午
後
８
時
、
岩
崎
旭
川
市
議
会
議
長
の
発

声
に
よ
る
締
め
で
終
宴
。
参
加
者
は
楽
し
か

っ
た
思
い
出
を
胸
に
翌
年
の
再
会
を
約
し
家

路
に
つ
き
ま
し
た
。

Ψttll贈



［旭
川
市
関
係
者
］

■
旭
川
市
長

■
旭
川
市
議
会
議
長

■
旭
川
商
工
会
議
所
会
頭

■
旭
川
空
港
ビ
ル
（株
）
代
表
取
締
役
社
長

■
旭
川
市
副
市
長

■
旭
川
商
工
会
議
所
専
務
理
事

■
旭
川
市
商
工
観
光
部
長

■
旭
川
市
議
会
事
務
局
長

■
旭
川
空
港
ビ
ル
（株
）
総
務
部
次
長

■
旭
川
市
企
画
財
政
部
秘
書
課
長

■
旭
川
市
企
画
財
政
部
秘
書
課

［ご
来
賓
］

■
関
西
旭
川
会
会
長

■
北
海
道
新
聞
東
京
支
社
　
社
会
部
長

■
北
海
道
ふ
る
さ
と
会
連
合
会
会
長

■
北
海
道
国
際
航
空
（株
）
代
表
取
締
役
社
長

■
北
海
道
国
際
航
空
（株
）
東
京
支
店
長

■
男
山
（株
）
代
表
取
締
役
社
長

■
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
（株
）
営
業
推
進
部
専
任
部
長

■
オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（株
）
秘
書
室
長

■
ス
株
）
ベ
ッ
コ
ア
メ
・イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
代
表
取
締
役

西
川
　
将
人
様

岩
崎
　
正
則
様

高
丸
　
修
　
様

菅
原
　
功

一
様

中
屋
　
利
夫
様

佐
藤
　
和
明
様

重
野
　
健

一
様

森
下
　
一九
　
様

奥
山
　
雄
児
様

黒
蕨

真

一
様

宮
野
　
華
奈
様

豊
澤
敬

一
郎
様

吉
岡
　
孝
修
様

楢
木
　
秀
雄
様

滝
澤
　
進
　
様

末
富
　
義
仁
様

山
崎
興
四
良
様

今
丼
　
俊
之
様

山
村
光
太
郎
様

藤
本
　
和
久
様

［出
席
者
］

有
本
　
誠

石
川
　
陽
一

伊
塚
　
清

今
津
　
寛

今
村
　
謙

一

岩
垂
　
由
紀
子

植
木
　
宏
昌

上
田
　
皓

一

上
野
　
敦
子

内
澤
　
忠
義

浦
木
　
勲

海
老
沢
　
美
智
子

遠
藤
　
多
美
子

大
江
　
誠

大
竹
　
龍
男

大
西
　
幸
男

大
野
　
武
夫

大
屋
　
道
夫

荻
　
達
郎

加
藤
　
桂
子

加
藤
　
文
哉

川
丼
　
卓

河
原
　
惟
臣

木
寄
　
秀
夫

北
村
　
武
宏

鴻
上
　
修

一

河
野
　
豊

木
幡
　
功

小
柳
　
武
二

櫻
丼
　
悠

佐
々
木
　
隆
博

佐
藤
　
美
紀

斉
藤
　
弘
明

柴
田
　
光
枝

清
水
　
陸
男

自
倉
　
伸
也

宗
万
　
裕

宗
万
　
由
美
子

斉
藤
　
千
鶴
子

佐
々
木
　
秀
郎

高
尾
　
榮
二

高
橋
　
國
二

高
橋
　
照
美

高
橋
　
文
子

高
附
　
印

竹
原
　
茂
雄

丹
保
　
冬
司
夫

土
屋
　
裕
亮

坪
丼
　
美
樹

坪
田
　
尚
美

土
丼
　
磨
智
子

中
村
　
泰
敏

那
須
　
利
雄

西
木
戸
　
孝
夫

西
田
　
育
子

野
口
　
安
計

野
作
　
雅
章

原
　
一
平

原
　
公
朗

坂
東
　
勝
利

坂
東
　
幸
子

引
地
　
康
博

平
澤
　
民
善

廣
野
　
車員
之

福
田
　
源
治

福
田
　
優
子

福
原
　
博
子

古
澤
　
正
夫

牧
田
　
紀
子

松
島
　
蔦

松
田
　
勇
三

松
原
　
愛

松
原
　
茂
喜

三
井
　
尚
美

水
無
月
　
順
子

茂
木
　
信
昭

森
山
　
広
子

安
丼
　
規
雄

柳

ジ
ュ
ン

柳
本
　
正

山
崎
　
脩
五

山
中
　
公
悟

山
原
　
正
博

山
本
　
剛

山
城
　
弘
庚

横
倉
　
博

横
田
　
茂

吉
崎
　
与

一

和
気
　
敏
明

※
敬
称
略

ご

協

賛

・
ご

協

力

御

礼

旭
川
市
企
画
財
政
部
秘
書
課

旭
川
市
水
道
局
総
務
課

旭
川
市
商
工
観
光
部
産
業
振
興
課

旭
川
市
商
工
観
光
部
観
光
課

旭
川
市
農
政
部
農
業
振
興
課
（農
産
係
）

旭
川
市
議
会
（事
務
局
）

旭
川
商
工
会
議
所

旭
川
観
光
協
会
　
　
　
　
　
　
・一

旭
川
振
興
公
社

旭
川
空
港
ビ
ル
（株
）

い財
）
道
北
地
域
旭
川
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

旭
川
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

ロ
ワ
ジ
ー
ル
ホ
テ
ル
旭
川

旭
川
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

ホ
テ
ル
ク
レ
ッ
セ
ン
ト
旭
川

北
海
道
国
際
航
空
（株
）

男

山
（株
）

サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
（株
）

ニ
ッ
カ
ウ
ヰ
ス
キ
ー
（株
）

藤
原
製
麺

（株
）
東
京
支
店

オ
エ
ノ
ン
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（株
）

（株
）
サ
サ
キ
エ
芸

佐
賀
孝
郎
商
店

（株
）
大
心
堂
雷
お
こ
し

今
野
醸
造

（株
）

（有
）
本
間
不
動
産

旭
ダ
ン
ケ

（株
）
毎
日
新
聞
社

（株
）
ベ
ッ
コ
ア
メ
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京



第

二

十

回

郷

土

訪

間

に

旅

清

水

陸

男

昨
年
、
初
め
て
参
加
し
た
九
月
七
日
か
ら

の

「
郷
土
訪
間
の
旅
」
は
、
私
の
人
生
に
と

っ
て

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
旅
に
な
り
ま
し
た
。

わ
が
母
校

（旭
川
東
高
）
の
副
会
長
の
加
藤

桂
子
先
輩
か
ら
、
同
窓
会
に
て

「
一
度
は
郷

土
訪
間
の
旅
に
参
加
し
な
さ
い
よ
！
い
ろ
い

ろ
な
人
達
に
も
出
会
え
る
の
よ
！
と
で
も
楽

し
い
の
よ
！
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

早
速
、
家
内
に

「
参
加
し
て
み
よ
う
か
！
」

と
誘

っ
た
と
こ
ろ
、
団
体
ツ
ア
ー
が
あ
ま
り

好
き
じ
ゃ
な
い
彼
女
が

「
ぜ
ひ
！
行

っ
て
み

た
い
ね
！
」
と
以
外
に
も
賛
成
し
た
の
で
す
。

そ
の
わ
け
は
、
一
昨
年
の
九
月
に
旭
川
に
い
る

甥

っ
子
の
結
婚
式
に
行

っ
た
際
、
旭
山
動
物

園
に
行
き
、
生
き
生
き
と
し
た
動
物
た
ち
の

姿
に
感
動
し
、
表
情
豊
か
な
ペ
ン
ギ
ン
、
ホ
ッ

キ

ョ
ク
グ
マ
、
チ
ン
パ
ン
ジ
ー
他
た
く
さ
ん

の
動
物
た
ち
に
、
ま
た
会
い
た
く
な

っ
た
か

ら
で
し
た
。

「
な
る
ほ
ど
、
動
物
達
の
力
は

す
ご
い
な
―
」
と
彼
ら
に
感
謝
す
る
次
第
で

す
。
さ
て
、
そ
う
と
決
ま
れ
ば

「
清
水

一
家
兄

弟
全
員
を
誘

っ
て
こ
の
機
会
に
郷
土
訪
問
し

よ
う
！
」
と
思
い
、
長
兄
に
相
談
し
た
と
こ

ろ

「そ
れ
は
い
い
考
え
！
」

「
九
州
に
い
る
次

兄
も
東
京
の
弟
も
誘

っ
て
、
Ｇ
Ｏ
！
す
る
計

画
を
立
て
な
さ
い
。
」
だ
が
、
な
か
な
か
全

員

一
緒
で
同

一
の
団
体
行
動
を
と
る
の
が
難

か
し
い
こ
と
に
な
り
、
九
月
八
日

（土
曜
日
）

に
父
の
二
十
三
回
忌
を
行
う
こ
と
に
な

っ
て

い
る
の
で
、
そ
の
日
に
全
員
集
合
す
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

さ
て
、
（
口
風
の
こ
と
を
心
配
し
た
に
も
拘
わ

ら
ず
無
事
わ
が
故
郷

・
旭
川
に
着
き
ま
し
た
。

早
速
、
元
市
長
の
菅
原
旭
川
空
港
ビ
ル
社
長

は
じ
め
奥
山
さ
ん
等
大
勢
の
関
係
者
の
方
々

に
歓
迎
さ
れ
、

一
体
み
し
て
か
ら
バ
ス
で
市

内
観
光

へ
出
発
。
西
川
市
長
が
出
迎
え
て
く

れ
て

「
大
雪
の
蔵
」
で
昼
食
を
と

っ
た
後
、
旭

山
動
物
園
に
行
き
ま
し
た
。

一
昨
年
の
東
京

旭
川
会
第
三
十
周
年
の
時
の

「
子
供
達
が
命

を
感
じ
る
動
物
園
Ｌ
人
間
も
動
物
も

一
緒
に

暮
ら
す
時
代
」
な
ど
小
菅
園
長
の
言
葉
を
思

い
出
し
な
が
ら
、

一
年
ぶ
り
に
再
会
す
る
動

物
さ
ん
達
に
会
え
て
、
家
内
と

「
参
加
し
て

よ
か

っ
た
ね
！
」
と
喜
ん
で
見
て
歩
き
ま
し
た
。

次
に

「
男
山
酒
造
り
資
料
館
」
へ
行
き
、
山

崎
社
長
か
ら
直
々
に
ご
説
明
を
受
け
、
勇
一山
」

が
世
界
各
地
に
輸
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知

り
驚
き
ま
し
た
。
夜
の
部
の

「
懇
親
会
」
に

参
加
し
て
驚
い
た
こ
と
は
、
坂
東
徹
元
市
長

・

高
丸
商
工
会
議
所
会
頭

ｏ
西
川
市
長

・
岩
崎

市
議
会
議
長

・
重
野
市
観
光
部
長
は
じ
め
、

多
数
の
旭
川
の
お
歴
々
の
方
達
と
会
話
で
き

た
こ
と
で
す
。
大
勢
の
方
々
に
歓
迎
し
て
頂

き
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
し
た
。

二
次
会
で
カ
ラ
オ
ケ
屋
に
行
き
、
竹
原
会

長
の
美
声
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

次
の
日
の
九
月
八
日

（土
曜
日
）
。
台
風
の

影
響
が
あ
ま
り
無
く
、
予
定
通
り
、
九
十

一
歳
の

母
が
、
お
世
話
に
な

っ
て
い
る

「共
生
園
」
か
ら

帰
宅
し
て
、
子
供
達
夫
婦
、
孫
達
、
ひ
孫
達
、

大
勢
の
清
水

一
家
に
囲
ま
れ
て

「
父
の
二
十

三
回
忌
」
を
行
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

れ
も
ひ
と
え
に

「
旭
川
会
の
郷
土
訪
間
の
旅
」

の
お
陰
で
す
。

日
曜
日
は
高
校
時
代
の
友
と
家
内
と
で
ゴ

ル
フ
を
し
て
、
九
月
十
日

（
月
曜
日
）
に
竹

原
会
長
ご

一
家
と
何
人
か
の
会
員
と
と
も
に

無
事
羽
田
空
港
に
着
き
、
楽
し
か

っ
た
思
い

出
を
お
土
産
に
自
宅
に
帰

っ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
ち
ょ
う
ど
三
ヶ
月
後
！
十
二
月

十

一
日
、
母
が
他
界
し
ま
し
た
。
も
し
郷
土

訪
間
の
旅
に
参
加
し
な
い
で
父
の
二
十
三
回

忌
を
年
明
け
の

一
月
五
日

（命
日
）
に
し
て
い

た
な
ら
ば

ｏ
ｏ
・
。
母
は
私
達
子
供
、
孫
、

ひ
孫
達
全
員
と
会
う
こ
と
な
く
旅
立

っ
て
い

た
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

繰
り
返
し
ま
す
が
、
こ
の

「
郷
土
訪
間
の

旅
」
は

一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
旅
と
な
り
ま
し

た
。
企
画
さ
れ
た
東
京
旭
川
会
の
幹
事
の
方

々
、
ま
た
歓
迎
し
て
く
れ
た
故
郷
の
方
々
、

一
緒
に
参
加
さ
れ
た
会
員
の
方
々
、
本
当
に

有
難
う
と
ざ
い
ま
し
た
。
心
よ
り
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

■ 開催 日 :平成19年4月 5日 (木)           ｀ノ

■ 場 所 :武蔵富士カン トリー倶楽部 参加者7名

■優 勝 :野作雅章 グロス102 HDCP26.40 ネット75.60

■ 準優勝 :得能英哉 グロス102 HDCP25.20 ネット76.80

■ 3 位 :宮森信之 グロス95 HDCP18.00 ネット77.00

■ ベスグロ:宮森信之 グロス95

東京旭川会
ゴル フ親 睦会 の ご案 内

2008年 も、春と秋にゴルフコンペの開催を予定していま九

旭川市及び近交Б出身でゴルフに興味がある方は、まだまだ

大勢いらっしゃることと思います。ぜひ、ご一緒にラウンドし

ましょう。底抜けに楽しいひと時となることをお約束しま九

平成19年 10月 18日 (木 )

武蔵富士カン トリー倶楽部 参加者12名

宮森信之 グロス92 HDCP19.20 ネット72.80

員鍋勝美 グロス81 HDCP6.00 ネット75.00

高橋正夫 グロス83 HDCP16.80 ネット76.20

員鍋勝美 グロス81

■ 開催 日

■ 場 所

■優 勝

■ 準優勝

■ 3 位

■ ベスグロ

■ 開催日:平成20年4月 2日 (水 )

■ 場 所 :武蔵富士カントリー倶楽部

6組 を予定しており、振るっての参加お待ちしております。

● 世話人幹事 :ノ jヽ柳 武二 (東京旭川会事務局長)

丁EL.048‥ 251-8605■第35回 ゴルフコンペの参加者



旭

商

吹

奏

楽

部

全

国

大

会

ヘ

荻

野

慶

博

旭
商
吹
奏
学
部
は
、
大
正
十
五
年
四
月
に

音
楽
部
と
し
て
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
中
心
に
設
立

さ
れ
た
。
顧
間
は
立
教
大
学
出
身
の
吉
本
孝

義
先
生
で
あ

っ
た
。
そ
の
後
、
昭
和
三
年
六

月
に
軍
事
訓
練
用
の
信
号
ラ
ッ
パ
を
購
入
し
、

プ
ラ
ス
バ
ン
ド
が
正
式
に
編
成
さ
れ
た
。
当

時
、
道
内
に
は
旧
制
の
中
学
校
は
二
十
校
ほ

ど
あ

っ
た
が
、
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
関
係
の
倶
楽

部
は
皆
無
で
あ

っ
た
。

昭
和
四
年
六
月
五
日
の
第

一
回
北
海
道
護

国
神
社
慰
霊
音
楽
大
行
進
に
参
加
す
る
。
こ

の
慰
霊
大
行
進
は
、
吹
奏
楽
部
顧
間
の
吉
本

孝
義
氏
、
町
丼
楽
器
店
主
の
町
井
八
郎
氏
、

北
海
タ
イ
ム
ス
旭
川
支
局
長
の
竹
内
武
夫
氏

ら
に
よ
り
実
現
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
第

一
回
の
大
行
進
に
は
、
旭
商
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、

旭
川
師
範
学
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
、
鉄
道
ダ
イ

ヤ
音
楽
団
、
合
同
酒
精
音
楽
隊
、
旭
川
市
民

管
弦
楽
協
会
、
北
都
写
真
館
音
楽
部
、
朝
日

小
学
校
音
楽
部
、
第
七
師
団
ラ
ッ
パ
隊
な
ど

僅
か
十
チ
ー
ム
に
満
た
な
い
参
加
で
あ

っ
た
。

こ
の
大
行
進
は
、
戦
後
昭
和
二
十
四
年
か
ら

四
年
間
中
断
し
て
昭
和
二
十
八
年
に
復
活
し
、

現
在
、
名
称
は
多
少
変
更
と
な

っ
た
が
、
音

楽
大
行
進
創
設
以
来
継
続
し
て
参
加
し
て
い

る
学
校
は
旭
商
の
み
で
あ
る
。

現
在
、
高
校
の
吹
奏
楽
部
の
大
会
で
も

っ
と

も
権
威
の
あ
る
の
は
、
全
日
本
吹
奏
楽
部
連

盟
主
催
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
こ
れ
は
昭
和
三

十

一
年
よ
り
開
催
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
旭
商

は
、
こ
の
第

一
回
大
会
で
地
区
及
び
全
道
予
選

で
第

一
位
と
な

っ
て
全
国
大
会
に
出
場
し
、

そ
の
後
も
連
続
全
国
大
会
に
出
場
し
た
。
そ

の
栄
誉
を
称
え
ら
れ
て
、
昭
和
三
十
八
年
十

一

月
に
は
、
旭
川
の
文
化
奨
励
賞
を
受
賞
し
て

い
る
。
今
年
十
月
に
は
、
八
年
ぶ
り
に
こ
の
大

会
の
全
国
出
場
を
果
た
し
、
銀
賞
を
獲
得
し
た
。

一
方
、
平
成
元
年
よ
り
全
日
本
高
校
選
抜

吹
奏
楽
部
大
会
が
創
設
さ
れ
、
こ
れ
に
も
多

く
出
場
し
、
昨
年
の
四
月
二
日
の
第
十
八
回
大

会
に
は
、
出
場
十
六
校
の
（
　
）
二
位
に
入
賞

し
た
。
）⊂
の
大
会
で
は
、
過
去
の
平
成
十
二
年

に
グ
ラ
ン
プ
リ

（第

一
位
）
、
平
成
十
三
年

に
は
マ
ル
タ
賞
を
獲
得
し
て
い
る
。
ま
た
、
一
昨

年
は
高
等
学
校
文
化
連
盟
主
催
の
第
三
十
九

回
全
道
高
校
音
楽
発
表
大
会
で
優
勝
し
、
昨

年
八
月
の
京
都
に
お
い
て
開
催
の
全
国
大
会

に
出
場
し
て
い
る
。

近
年
は
、
単
に
演
奏
の
技
術
を
追
求
す
る

だ
け
で
な
く
、
音
楽
を
通
し
て
、
人

・仲
間
の

存
在
価
値
を
見
出
す
こ
と
を
心
が
け
、
演
奏

の
他
に
ダ
ン
ス

・
合
唱

・
ハ
ン
ド
ベ
ル
等
も

取
り
入
れ
、
ま
た
他
の
学
校
や
地
域
と
の
交

流
も
進
め
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
、

毎
年
二
月
頃
に
旭
川
市
民
文
化
会
館
で
定
期

演
奏
会
を
開
催
し
て
い
る
が
、
超
満
員
の
盛

況
で
、
旭
川
市
民
か
ら
愛
さ
れ
、
高
く
評
価

を
得
て
い
る
。

外
国
と
の
交
流
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
、

平
成
十

一
年
、
十
五
年
、
十
七
年
、
十
九
年

と
こ
れ
ま
で
に
四
回
カ
ナ
ダ
の
ノ
ー
ス
バ
ン

ク
に
遠
征
し
、
現
地
の
高
校
や
市
民
と
の
交

流
を
行
な

っ
た
。
昨
年
四
月
に
現
地
の
サ
ウ

ザ
ラ
ン
ド
高
校
か
ら
二
十
八
名
の
吹
奏
楽
の

生
徒
が
旭
川
に
来
た
が
、
十
九
日
に
ク
リ
ス

タ
ル
ホ
ー
ル
で
合
同
の
演
奏
会
を
開
催
し
た
。

な
お
、
四
年
前
の
平
成
十
五
年
二
月
二
十

八
日
に
、
第
二
十
七
回
旭
川
な
な
か
ま
ど
賞

を
受
賞
し
た
が
、
こ
の
賞
で
の
学
校
関
係
の

受
賞
は
本
校
が
は
じ
め
て
で
あ
る
。

現
在
、
部
員
は
約
百
三
十
名
ほ
ど
お
り
、
つ⊂

れ
は
在
学
生
七
百
七
名
の
約
二
十
晰
に
な
る
。

現
在
、
顧
間
は
技
術
指
導
の
佐
藤
淳
教
諭
の

他
に
深
瀬
裕
教
諭

・
大
野
英
明
教
諭
で
あ
る
。

全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
で
優
勝
　
一呂
橋
登
さ
ん

平
成
二
十
年

一
月
二
十
日
に
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
と
し
て
の
レ
ス
リ
ン
グ
普
及
を
目
指
す
第

七
回
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
選
手
権
が
東
京

。

青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
昨
年
の

倍
増
と
な
る

一
〇
〇
人
を
超
え
る
ベ
テ
ラ
ン

レ
ス
ラ
ー
た
ち
が
汗
を
流
し
た
。

六
十
キ
ロ
以
下
級
で
は
、
六
十
八
歳
の
高

橋
登
さ
ん

（東
京
都
＝
旭
商

・
日
大
Ｏ
Ｂ
）

と
大
会
最
高
齢
の
八
十
二
歳
、
米
盛
勝
義
さ
ん

（神
奈
川
県
＝
中
大
Ｏ
Ｂ
）
が
対
戦
。
両
者
合

わ
せ
て
百
五
十
歳
の
闘
い
と
な
り
、
参
加
者
の

大
注
目
を
集
め
る
中
、
高
橋
さ
ん
が
延
長
ま
で

も
つ
れ
る
接
戦
を
制
し
て
勝
利
し
、

メ
ダ
ル
を

手
に
し
た
。

試
合
は
第

一
ピ
リ
オ
ド
を
高
橋
さ
ん
が
先

制
す
る
と
、
第
ニ
ピ
リ
オ
ド
を
米
盛
さ
ん
が

奪
い
返
し
、
迎
え
た
最
終
ピ
リ
オ
ド
は
両
者

ポ
イ
ン
ト
な
し
。
延
長
戦
と
な
り
、
コ
イ
ン

ト
ス
で
攻
撃
権
は
米
盛
さ
ん

へ
。
大
ピ
ン
チ

を
迎
え
た
高
橋
さ
ん
は
、
ス
ル
リ
と
バ
ッ
ク

に
回

っ
て
勝
利
を
さ
ら

っ
た
。

「
米
盛
さ
ん
は
力
が
強
く
て
筋
力
も
あ

っ
た
。

私
が
勝
て
た
の
は
実
力
で
は
な
く
、
た
だ
若

か

っ
た
と
い
う
だ
け
で
す
」
と
豪
快
に
笑

っ
た
。

高
橋
さ
ん

（右
写
真
）
は
北
海
道

・
旭
川

商
高
か
ら
日
大
に
進
学
。
特
筆
す
る
よ
う
な

実
績
は
な
か

っ
た
と
い
う
が
、
同
じ
く
旭
川

商
高
の
後
輩
、
吉
田
義
勝
氏

（東
京
五
輪
フ

リ
ー
ス
タ
イ
ル

・
フ
ラ
イ
級
金
メ
ダ
リ
ス
ト

Ｈ
現
全
日
本
マ
ス
タ
ー
ズ
連
盟
理
事
長
）
と

一
緒
に
汗
を
流
し
た
。

現
役
引
退
後
、
レ
ス
リ
ン
グ
と
再
び
か
か

わ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
は
三
年
前
。

「
練
馬

ジ

ュ
ニ
ア
レ
ス
リ
ン
グ
谷
原
く
ら
ぶ
」
を
立

ち
上
げ
、
子
供
た
ち
の
指
導
を
始
め
た
。
子

供
た
ち
に
大
会
出
場
を
勧
め
ら
れ
た
と
い
う

高
橋
さ
ん
は
、

「
み
ん
な
に
出
ろ
出
る
と
言

わ
れ
ま
し
て
、
恥
を
忍
ん
で
出
場
し
ま
し
た
。

マ
ッ
ト
で
試
合
を
す
る
の
は
四
十
四
年
ぶ
り
。

い
や
あ
、
出
て
み
て
よ
か

っ
た
で
す
ね
」
と

教
え
子
た
ち
に
感
謝
し
た
。
ジ

ュ
ニ
ア
の
指

導
者
と
し
て
目
指
す
の
は
、
も
ち
ろ
ん
レ
ス

リ
ン
グ
の
さ
ら
な
る
普
及
だ
。

「
チ
ビ
ッ
子

か
ら
高
齢
者
ま
で
楽
し
め
る
の
が
レ
ス
リ
ン

グ
。
少
し
で
も
多
く
の
人
に
レ
ス
リ
ン
グ
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
か
ら
も

が
ん
ば
り
た
い
」
。
六
十
八
歳
の
現
役
レ
ス

ラ
ー
は
元
気

一
杯
だ

っ
た
。

（文

・
写
真
＝
日
本
レ
ス
リ
ン
グ
協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

■両者合わせて150歳の戦いを制した高橋登さん (左 )

ななかまど 29号  2008.3



全
国
綱
引
選
手
権
大
会
に
二
十
回

二
〇
〇
七
全
日
本
綱
引
選
手
権
大
会
が
平

成
十
九
年
三
月
四
日

（
日
）
千
葉
ポ
ー
ト
ア

リ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

北
海
道
女
子
代
表
の
旭
川
Ｂ
Ｌ
は
、
過
去

に
三
年
連
続
日
本

一
を
含
め
五
回
の
優
勝
を

誇
る
名
門
チ
ー
ム
。
今
回
で
二
十
回
連
続
出

場
と
な
り
、
午
前
中
の
開
会
式
で
そ
の
偉
業

を
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。
東
京
旭
川
会
で
は
毎

年
会
場
に
駆
け
つ
け
応
援
し
て
い
ま
す
。

午
前
の
予
選
リ
ー
グ
で
は
、
旭
川
Ｂ
Ｌ
は

第
八
ブ
ロ
ッ
ク
に
入
り
五
チ
ー
ム
総
当
た
り

の
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
優
勝
候
補
筆

頭
の
マ
ド
ラ
ー
ズ
大
阪
に
こ
そ
惜
敗
し
た
も

の
の
安
定
感
抜
群
、
三
勝

一
敗
で
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
に
勝
ち
上
が
り
ま
し
た
。
故
郷
の

代
表
チ
ー
ム
が
優
勢
だ
と
応
援
す
る
我
々
の

ボ
ル
テ
ー
ジ
も
最
高
に
上
り
、
た
い
へ
ん
に

気
持
ち
が
よ
い
も
の
で
す
。

男
子
予
選
リ
ー
グ
に
は
東
川
綱
引
倶
楽
部

が
参
加
し
大
健
闘
し
ま
し
た
が
、
惜
し
く
も

予
選
で
敗
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
が
応
援
初
参
加
と
な

っ
た
私
の
目

の
前
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
競
技
は
、
こ
れ
ま
で

の

「
綱
引
」
イ
メ
ー
ジ
を
超
越
し
て
い
ま
す
。

「
動
」
と
い
う
よ
り
は

「
静
」
。
力
で
は
な

く
テ
ク

ニ
ッ
ク
で
相
手
を
ギ
ブ
ア
ッ
プ
さ
せ

る
総
合
格
闘
技
に
似
た
印
象
で
す
。
さ
ら
に

「
こ
こ
ぞ
」
と
い
う
時
に
綱
を
引
く
満
身
の
力

と
選
手
の
重
量
感
は
、
も
の
凄
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

と
な

っ
て
応
援
席
ま
で
伝
わ

っ
て
き
ま
す
。

午
後
か
ら
始
ま

っ
た
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

で
は
、
旭
川
Ｂ
Ｌ
は
推
薦
出
場
の
強
豪
大
分

コ
ス
モ
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｔ
Ｃ
と
対
戦
。
前
半
は

ま
さ
に
五
分
の
勝
負
で
し
た
が
、
接
戦
の
末

に
惜
し
く
も
敗
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
大
会
で
は
、
優
勝

（
マ
ド
ラ
ー
ズ
大
阪
）

■開会式にて20回連続出場を表彰される

■予選試合を優位に戦う旭川BL

出
場
　
旭
川
Ｂ
Ｌ

即
ト
ラ
ー
メ
ン
の
味
を
全
国

へ
　
藤
原
製
麺

⌒株
）

と
三
位

（大
分

コ
ス
モ
レ
デ
ィ
ー
ス
Ｔ
Ｃ
）

の
両
チ
ー
ム
に
は
惜
敗
し
ま
し
た
が
、
懸
命

に
綱
を
引
く
旭
川
Ｂ
Ｌ
チ
ー
ム
の
選
手
の
姿

は
私
た
ち
の
心
に
焼
き
付
き
ま
し
た
。

試
合
後
に
お
伺
い
し
た
と
こ
ろ
、
旭
川
市

内
の
小
学
校
の
体
育
館
を
借
り
て
週
二
回
の

チ
ー
ム
練
習
を
続
け
て
い
る
そ
う
で
す
。
は

る
ば
る
旭
川
か
ら
来
ら
れ
た
チ
ー
ム
の
皆
さ

ん
、
本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

ぜ
ひ
、
ま
た
応
援
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（取
材
）
東
京
旭
川
会
　
山
崎
　
脩
五

当
社
は
、
昭
和
二
十
三
年
、
旭
川
に
お
い
て

創
業
以
来
、
五
十
有
余
年
の
間
、
麺
類

一
筋

で
製
造

・
販
売
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
本
社
の
あ
る
旭
川
市
を
中
心
に
六
ヶ

所
の
工
場
を
も
ち
、
生
麺
、
ゆ
で
麺
、
乾
麺

の
ほ
か
、
か
き
揚
げ
、
納
豆
を
製
造
し
て
お

り
ま
す
。
当
社
の
特
徴
は
多
彩
な
商
品
の
バ

リ

エ
ー
シ

ョ
ン
に
あ
り
、
旭
川
ラ
ー
メ
ン
の

ほ
か
、
喜
多
方
、
尾
道
、
博
多
、
熊
本
な
ど

の
全
国
ご
当
地
ラ
ー
メ
ン
を
次
々
と
商
品
化
。

さ
ら
に
全
国
の
有
名
繁
盛
店
の
味
を
再
現
し

た
ラ
ー
メ
ン
も
開
発

・販
売
し
て
お
り
、
バ
リ

エ
ー
シ

ョ
ン
は
ラ
ー
メ
ン
だ
け
で
約
八
〇
〇

に
上
り
ま
す
。

ま
た
、
東
京
や
札
幌
に
支
店
を
置
き
、
ア

ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
て
い
る
ほ
か
、
大
手

コ
ン
ビ

ニ
チ

ェ
ー
ン
と
の
取
引
か
ら
も
消
費

者

ニ
ー
ズ
の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
北
海
道
の
素
材
を
使

っ
た
商
品
開

発
も
進
め
て
お
り
、
北
海
道
産
の
持
つ
安
全

で
ク
リ
ー
ン
な
イ
メ
ー
ジ
を
前
面
に
押
し
出

し
て
売
り
込
み
を
図

っ
て
い
ま
す
。

製
品
の
衛
生
管
理
の
徹
底
と
生
産
効
率
向

上
の
た
め
、
工
場
設
備
の
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
を

進
め
る
と
と
も
に
社
員
教
育
に
力
を
い
れ
て

お
り
ま
す
。

今
後
も
、
当
社
の
基
本
理
念
で
あ
り
ま
す

「
誠
実
」
を
基
本
に
、
独
自
の
旭
川
ラ
ー
メ

ン
の
味
を
守
り
な
が
ら
地
域
社
会
に
貢
献
で

き
る
よ
う
、
安
心
安
全
な
商
品
作
り
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
よ
り
多
く
の
お
客
様
に
喜
ん
で
頂

け
る
商
品
作
り
を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
と
も
ご
愛
顧
の
程
、
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

ヨ
く
ヨ
Ｌ
暉
〓
く
”
『
甲
∽
２
日
①
Ｐ
ｏ
９
」
づ

饉

餃

躊

一礁
算

■

十
■

一・一一一一一一詢
一一一一．．一一一一一一一一一一一一一一一＝一一一一一一一一一一一一
．．・・

■毎年大好評 1旭川ラーメンコーナー (東京旭川会 総会・懇親会)



旭
山
動
物
園
に

「
オ
オ
カ
ミ
の
森
」
が

首
都
圏
に

「企
業
誘
致

オ
ー
プ
ン

～
オ
オ
で
の男
免
っザ
と
程
』こ
手
～

推
進
員
」
を
配
置

旭
川
市
で
は
、
企
業
誘
致
活
動
を
強
化
す

る
た
め
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
首
都
圏
在
住

の
方
を
企
業
誘
致
推
進
員
と
し
て
配
置
し
ま

す
。
推
進
員
に
は
、
旭
川
勤
務
の
経
験
が
あ

る
金
融
機
関
Ｏ
Ｂ
の
方
を
予
定
し
て
お
り
、

豊
富
な
経
験
や
幅
広
い
情
報
網
を
活
か
し
た

効
果
的
な
企
業
訪
問
活
動
な
ど
を
行
な

っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

企
業
誘
致
は
各
自
治
体
が
力
を
入
れ
て
お

り
、
自
治
体
間
競
争
が
激
し
さ
を
増
し
て
お

り
ま
す
が
，
企
業
誘
致
推
進
員
に
よ
り

一
社

で
も
多
く
の
企
業
と
折
衝
機
会
を
持
つ
こ
と

が
で
き
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
東

京
旭
川
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

今
年
の
六
月
末
に

「
オ
オ
カ
ミ
の
森
」
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。
実
は
旭
山
動
物
園
で
も

昔
オ
オ
カ
ミ
を
飼
育
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
が
、
展
示
施
設
が
老
朽
化
し
た
こ
と

に
よ
り
、
飼
育
を
断
念
し
て
現
在
に
至

っ
て

い
ま
す
。

オ
オ
カ
ミ
は
イ
ヌ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ト

ラ
や
ホ
ッ
キ

ョ
ク
グ

マ
と
同
じ
く
、
頑
と
し

て
人
の
介
在
を
許
さ
な
い
気
高
い
生
き
物

で
し
た
。
荒
々
し
さ
と
繊
細
さ
が
同
居
す
る
、

飼
育
す
る
者
を
魅
了
す
る
生
き
物
で
、
十
年

以
上
た

っ
た
今
で
も
オ
オ
カ
ミ
の
遠
吠
え
は

耳
に
残

っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
の
雄
大
な
自
然
や
世
界
自
然
遺
産

と
な

っ
た
知
床
の
ほ
か
、
北
海
道
以
外
で
も

雄
大
な
自
然
と
呼
ば
れ
る
と
こ
ろ
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
北
海
道

や
本
州
で
生
態
系
の
要
で
あ
る
オ
オ
カ
ミ
を

絶
滅
さ
せ
た
歴
史
を
持

っ
て
い
ま
す
。

シ
カ
の
食
害
に
よ
る
森
林
の
崩
壊
が
現
実

の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
今
、
私
た
ち
「
ヒ
ト
」

が
オ
オ
カ
ミ
に
替
わ
り
何
ら
か
の
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
を
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
す
べ
て
の

命
は
連
鎖
し
て
い
ま
す
。
そ
の
連
鎖
の
輪
を

断
ち
切

っ
て
し
ま

っ
た
罪
を
今
こ
そ
し

っ
か

り
と
再
認
識
を
し
、
自
然
の
成
り
立
ち
や
、

命
の
成
り
立
ち
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
将
来

を
見
据
え
た
対
策
は
と
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
込
め
、
オ
オ
カ
ミ
の

森
の
完
成
を
目
指
し
て
い
一
　
一Ｙ
。

滞休〕〔“裁疇

ま
し
た
ら
、
是
非

お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

〇
〇
社
の
役
員
が
旭
川
出
身
な
の
で

企
業
訪
問
し
て
は
ど
う
か

？

〇
〇
社
の
現
工
場
が
手
狭
で
地
方

展
開
を
模
索
し
て
い
る
よ
う
だ

！

旭
川
市
商
工
観
光
部
産
業
振
興
課

０
１
６
６
・
２
５
ｏ
７
０
４
７
（直
通
）

∽
”
椰
ｍ
ヽ
ｏ
⊆
∽
一
●
Ｆ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
お
い
け
ヽ
。

”
∽
”
Ｆ
一Ｆ
”
′く
”
・Ｆ
Ｏ
Ｆ
Ｆ
”
一鮎
〇
こ
づ

メ F電 担
l A
ル X話 当

【したら】 ・̈それでは。それなら。

《例》したら、また今度会うべ。 北

海

道

方

言

辞

典

【
サ

行

】

【したから】…だから。

《例》風邪ひいてね。したから学校やすんだ。

【しばれる】 ・̈凍る。寒さが厳しい。

《例》今朝はずいぶんとしばれるよ。

【したけど】…けれども。
《例》謝ったさ、したけど許してくれん。

【しゃつこい】・̈冷たい。

《例》冬の水は本当にしゃっこい。

【したつけ】 ・̈そうしたら。

《例》早弁してたんだ。したっけ先生に見つかった。

【じよつぴんかる】 ・̈鍵をかける。

《例》ちゃんと、じょっぴんかった ?

【したつけ】 ・̈じゃあまたね。 (別れの際の挨拶)

《例》そろそろ帰る、したっけね―。

【そつたらべつこ】 ・̈そんな少し。たつたそれだけ。

《例》そったらべっこじゃ、足りないべ。

【したつて】 ・̈だって。そうは言うけど。

《例》したって、お腹空いているから動けん。

ななかまど 29号  2008.3



ポ
イ
ン
ト
た
ま
る
便
利
サ
イ
ト

）

Ｍ

ｙ

北
海
道
０
東
京
４
往
復

〈８
ポ
イ
ン
ト
〉
で

片
道
タ
ダ
は
Ａ
Ｉ
Ｒ

Ｄ
Ｏ
だ
け
―

ま

ず

は

「
Ｍ

ｙ
　

Ａ

Ｉ

Ｒ

Ｄ

Ｏ
」

予
約
が
カ
ン
タ
ン
に
‥
　
ご
搭
乗

い

た
だ
く
だ
け
で
ポ
イ
ン
ト
ゲ

ッ
ト
！

そ
し
て
８
ポ
イ
ン
ト

（８
回
ご
搭
乗
）

で
無
料
航
空
券
引
換
証
に
交
換
！

お
待
た
せ
い
た
し
ま
し
た
！
　
皆
様
に
ご

愛
顧
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
東
京
企
〉
旭
川
を

は
じ
め
、
札
幌

・
函
館

・
女
満
別
と
首
都
圏
を

結
ぶ

「
北
海
道
の
翼
」
Ａ
Ｉ
Ｒ

Ｄ
Ｏ
が
会
員
制

Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ
ス

「
Ｍ
ｙ

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
」
を

開
始
い
た
し
ま
し
た
。
ご
入
会
い
た
だ
く
と

予
約
の
簡
易
化
、
予
約
情
報
の
照
会
や
搭
乗

履
歴
の
確
認
、
そ
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
上
か
ら
無
料

航
空
券
引
換
証
の
申
込
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

お
ト
ク
な
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
ス
ペ
シ
ャ
ル
や
Ｄ
Ｏ

バ
リ

ュ
ー
運
賃
で
の
ご
搭
乗
で
も
ポ
イ
ン
ト

加
算
さ
れ
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
の
有
効
期
間
は

２
年
間
で
す
。
今
す
ぐ
当
社
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

に
ご
入
会
を
―

か
ら
ご
入
会
を
！

も
ち
ろ
ん
ご
入
会
登
録
は
無
料

で
す
。

ｗ
ｗ
ｗ
．
ａ
ｉ
ｒ
ｄ
ｏ
．
ｊ
ｐ

よ
り

「
Ｍ
ｙ

Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｏ
」
を
ご
選
択
下
さ
い
。

あ

わ

せ

て

、

道

民

カ

ー

ド

無
料
更
新
サ
ー
ビ
ス
開
始
―

道
民
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
の
前
後
９
０
日

以
内
に

エ
ア

・
ド
ゥ
直
営
カ
ウ
ン
タ
ー

（羽

田
空
港
、
新
千
歳
空
港
、
札
幌
地
下
街
ポ
ー

ル
タ
ウ
ン
）
に
現
在
ご
使
用
中
の
道
民
カ
ー

ド
と
証
明
書
類

（保
険
証

・
免
許
証

・
住
民

票

・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
を
お
持
ち
い
た
だ
け

れ
ば
、
無
料
で
道
民
カ
ー
ド
を
更
新
い
た
し

ま
す
。
カ
ー
ド
と
証
明
書
類

（保
険
証

ｏ
免

許
証

・
住
民
票

・
パ
ス
ポ
ー
ト
等
）
を
お
持

ち
い
た
だ
け
れ
ば
、
無
料
で
道
民
カ
ー
ド
を

更
新
い
た
し
ま
す
。

A
I

R
D
O

誕
生

l
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ゴ

リ ）
市
内
に
数
あ
る
橋
の
な
か
で
現
在
、

架
替
え
工
事
の
真
最
中
な
の
が
金
星
橋
で
あ

る
。
金
星
橋
は
昭
和
九
年

（
１
９
３
４
年
）
に

新
旭
川
地
区
と
近
文
地
区

（当
時
）
を
結
ぶ

有
効
幅
員
１
０

ｍ
の
本
格
的
な
木
橋
と
し
て

竣
工
し
た
。
橋
長
３
２
３

ｍ
は
当
時
の
旭
川

で
は
最
長
で
あ

っ
た
。

木
橋
な
る
が
故
に
度
重
な
る
補
修
を
繰
り

返
し
た
後
、
昭
和
三
十
九
年

（
１
９
６
４
年
）

に
橋
長
３
２
０

ｍ
の
鋼
橋

（ゲ
ル
バ
ー
型
上

路
式
鋼
桁
橋
）
と
な

っ
た
が
、
昭
和
四
十
七
年

（
１
９
７
２
年
）
に
は
増
大
す
る
交
通
量
に

対
応
す
る
た
め
上
流
側
に
拡
幅
工
事
を
行
い
、

幅
員
２
８

ｍ
を
有
す
る
市
内
で
も
有
数
の
長

大
橋
と
な

っ
た
。

そ
の
後
、
架
橋
後
四
十
年
余
り
が
経
過
し

老
朽
化
し
た
こ
と
や
、
石
狩
川
の
河
床
洗
掘

に
よ
り
橋
脚
の
安
定
性
が
失
わ
れ
て
き
て
い

る
こ
と
。
さ
ら
に
は
、
一二
万
台
を
超
え
る

一
日

の
自
動
車
交
通
量
に
対
応
す
る
必
要
な
ど
か

ら
、
北
海
道
旭
川
土
木
現
業
所
が
平
成
十
二

年
度
に
架
替
え
工
事
に
着
手
し
た
。

今
、
徐
々
に
そ
の
姿
を
現
わ
し
つ
つ
あ
る
が
、

平
成
二
十
年
度
に
は
着
手
か
ら
足
掛
け
九
年

の
歳
月
を
要
し
て
橋
長
３
２
７
ｍ
、
幅
員

（橋

梁
部
）
３
３

・
２
５
ｍ
を
持
つ
新
生

「
金
星
橋
」

（
５
経
間
連
続
鋼
箱
桁
橋
）
と
し
て
完
成
し
、

そ
の
全
容
を
見
せ
る
予
定
で
あ
る
。

金
星
橋
の
辺
り
に
つ
い
て
は
、
子
供
の
頃

と
言

っ
て
も
四
十
年
以
上
も
前
の
こ
と
に
な

る
が
、
近
く
に
住
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

数
々
の
懐
か
し
く
も
楽
し
い
思
い
出
が
あ
る
。

今
で
は
市
立
病
院
裏
手
の
堤
防
は
、
サ
イ
ク

リ
ン
グ
ロ
ー
ド
や
花
壇
，
さ
ら
に
は
噴
水
公

園
な
ど
素
晴
ら
し
く
立
派
に
整
備
さ
れ
て
い

る
が
、
当
時
は
護
岸
も
蛇
篭
で
あ
り
、
堤
防

か
ら
川
岸
に
か
け
て

一
面
に
柳
や
大
人
の
背

丈
を
優
に
超
え
る
草
が
繁
茂
し
て
い
た
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
踏
み
し
だ
く
だ
け
で
ト

ン
ネ
ル
状
の
通
路
や
部
屋
と
な
り
，
稀
に
は

卵
が
産
み
付
け
ら
れ
た
野
鳥
の
巣
も
あ
る
な

ど
、
子
供
の
好
奇
心
を
満
た
し
て
く
れ
る
場

所
で
あ
り
、
秘
密
の
基
地
づ
く
り
と
称
し
て

友
達
等
と
足
繁
く
通

っ
た
も
の
で
あ
る
。

だ
が
残
念
な
こ
と
に
、
非
行
の
温
床
に
な

る
か
ら
と
草
刈
り
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

せ

っ
か
く
の
秘
密
基
地
も
そ
の
後
は
作
る
こ

と
が
出
来
な
く
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
今
で
も

当
時
の
青
臭
い
草
の
匂
い
と
自
分
だ
け
の
空

間
を
手
に
入
れ
た
満
足
感
を
懐
か
し
く
思
い

出
す
。

当
時
は
テ
レ
ビ
が
漸
く
普
及
し
始
め
た
頃

で
、
遊
び
場
は
も

っ
ぱ
ら
戸
外
で
あ
り
、
上

は
高
校
生
か
ら
下
は
就
学
前
の
鼻
垂
れ
坊
主

ま
で
が

一
緒
に
な

っ
て
暗
く
な
る
ま
で
遊
ん

だ
も
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
、
金
星
橋
近
く

の
堤
防
や
河
原
は
そ
の
格
好
の
舞
台
で
あ

っ

た
。金

星
橋
が
架
か
る
石
狩
川
も
文
字
通
り
の

清
流
を
留
め
て
お
り
、
小
学
校
低
学
年
の
頃

は
金
星
橋
の
直
ぐ
上
流
の
右
岸
が
学
校
指
定

の
プ
ー
ル
で
あ

っ
た
。
ご
つ
ご
つ
し
た
砂
利

を
足
裏
に
感
じ
な
が
ら
夢
中
で
泳
い
で
い
る

う
ち
に
、
本
流
と
の
仕
切
が
な
い
た
め
に
危

う
く
流
さ
れ
そ
う
に
な
る
な
ど
、
今
に
し
て

思
え
ば
随
分
と
乱
暴
な
話
で
は
あ

っ
た
。
そ

の
石
狩
川
が
経
済
成
長
と
と
も
に
失

っ
て
い

っ
た
清
流
を
、
最
近
に
な

っ
て
徐
々
に
で
は

あ
る
が
取
り
戻
し
つ
つ
あ
る
と
の
こ
と
。
金

星
橋
付
近
は
大
物
の

ニ
ジ

マ
ス
が
釣
れ
、
鮭

も
見
ら
れ
る
と
か
。
か
つ
て
の
金
星
橋
が
見

つ
め
て
き
た
、
旭
川
の
人
々
の
暮
ら
し
と
と

も
に
あ

っ
た
石
狩
川
の
清
流
。
新
た
に
生
ま

れ
変
わ

っ
た
金
星
橋
が
再
び
清
流
を
目
に
す

る
日
も
、
そ
う
遠
く
な
い
。
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アメリカ合衆国のブルー

ミン トン 0ノ ーマル両市と

の友好都市提携 45周年を

記念 して、昨年 6月 に市長

をはじめとする訪問団 30
名が来旭 し、記念植樹や祝

賀式典、コンサー トなどが

行われました。

また、ロシア連邦のユジ

ノ・サハ リンスク市とは友

好都市提携 40周年を迎え、

昨年 9月 に市長を団長とす

る約 90名が同市を訪問し、

4日 間の訪問期間中、祝賀

式典や琴や太鼓の演奏会な

どを通じ交流を深めました。

神
楽
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン

市内神楽 3条 6丁 目に支

所、公民館、図書館、児童

センターの 4つが一つの施

設内に入居した「神楽市民

交流センター」が昨年 10

月9日 にオープンし,記念

の企画展示やコンサート等

も行われました。

この施設は、大雪アリー

ナ前にありました旧北海道

森林管理局旭川分局の庁舎

を改修したもので、様々な

種類の木を多く使用した施

設は市民の皆様にも好評を

得ております。

一

「大
雪
の
し
ず
く

あ
さ
ひ
か
わ
の
水
」

は
飲
ま
れ
ま
し
た
か
？

旭川の水道水は、大雪山

連峰を水源とするおいしい

水道水として知 られていま

す。

旭川市では,そ の水道水

から塩素除去 したものをペ

ットボ トル詰めにして販売

しました。旭山動物園内の

売店や公共施設等で販売 さ

れていますが、昨年 11月

までに予想の 3倍以上の 10

万本以上を売 り上げました

皆様 も一度、飲んでみて

はいかカンですか !

峯墨|:
11彗静

旭
山
動
物
園

開
園
４
０
周
年
を
迎
え
る

今や、旭川を代表とする

人気施設となった旭山動物

園ですが、昨年、開園 40
周年を迎えました。

7月 1日 の開園記念 日は、

市民に無料開放 されました

が、快晴に恵まれ 13,532

人の皆様が来園されました。

記念式典には、テレビド

ラマで園長役を演 じられま

した俳優の津川雅彦 さんも

駆けつけ、西川市長と対談

を行ったほか、シンポジウ

ムなど様々な行事が行われ

ました。

なお、現在、旭山動物園

では皆様に寄付金をお願い

しております。

匠
目
医
目

平
成
二
十
年
一
月
か
ら
「な
な
か
ま
ど
」

の
編
集
を
担
当
す
る
広
報
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
紹
介

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
（以
下
敬
称
略
）

●
横
田
茂

「そ
れ
ぞ
れ
の
学
校

（高
校
同

窓
会
）
か
ら
運
営
委
員
を
数
名
出
す
…
と

い
う
趣
旨
を
受
け
て
、
お
手
伝
い
を
つ
づ

け
て
い
ま
す
。
役
員
・
幹
事
の
皆
さ
ん
が

中
心
に
な
っ
て
地
道
に
声
掛
け
を
し
て
、

着
実
に
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！
」

●
河
原
惟
臣

「高
校
の
先
輩
に
促
さ
れ
て

参
加
し
ま
し
た
。
故
郷
を
思
い
出
さ
せ
て

く
れ
る
旭
川
会
か
ら
良
い
刺
激
や
影
響
を

受
け
、
幹
事
を
お
手
伝
い
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。
総
会
・
懇
親
会
に
参
加
す
る
と
、

旭
川
の
人
や
食
べ
物
が
大
好
き
に
な
り
ま

す
よ
！
」

●
森
山
広
子

「先
輩
の
勧
め
で
参
加
し
ま

し
た
。
幹
事
と
し
て
お
手
伝
い
し
な
が
ら
、

会
長
を
始
め
旭
川
会
の
方
か
ら
様
々
な
も

の
を
得
る
こ
と
で
人
生
が
豊
か
に
な
っ
て

い
ま
す
―
ぜ
ひ
多
く
の
方
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
」

●
牧
田
紀
子

「高
校
の
先
輩

（私
の
兄
の

友
人
）
に
勧
め
ら
れ
、
旭
川
会
の
お
手
伝

い
を
始
め
ま
し
た
。
皆
さ
ま
の
近
況
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。
な
な
か
ま
ど
の
紙
面
で

ご
紹
介
し
た
い
で
す
！
」

●
山
崎
脩
五

「先
輩
に
促
さ
れ
て
お
手
伝

い
を
始
め
ま
し
た
。
故
郷
の
重
鎮
が
多
数

揃
う
総
会
は
、
現
在
の
旭
川
市
と
交
流
で

き
る
時
間
・
空
間
で
す
。
も
っ
と
多
く
の

方
と
一
緒
に
体
験
・共
有
し
た
い
で
す
―
」

以
上
の
５
名
の
他
に
、
竹
原
茂
雄
会
長

も
含
め
た
６
名
が
広
報
委
員
会
の
委
員
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

今
回
、

「な
な
か
ま
ど
」
２
９
号
の
刊

行
に
際
し
、
関
係
者
の
皆
様
に
は
並
々
な

ら
ぬ
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ななかまど 29号  2008。3


